Ⅰ　新たな設問案

Ａ　これからの暮らし方について

問①　あなたは、これからの生活の中で不安に感じることはありますか。（あてはまるものすべてに○）

１．自分の健康、介護

２．家族の健康、介護

３．生活費など経済面

４．仕事がないこと

５．家族のこと（進学・就職、結婚など）

６．趣味や生きがいがないこと

７．配偶者に先立たれること

８．家の老朽化、設備など住まいに関すること

９．近所の人たちとのつきあいや人間関係

10．その他（　　）

（原案問７の代替案として）問②　これからの生活で最も力を入れたいことは何ですか。（１つに○）

１．仕事

２．家庭

３．友人

４．趣味・遊び

５．ボランティアなど地域の活動

６．選びきれない、バランスよく

７．その他（　　）

問③　あなたのこれからの暮らし方や生活設計、将来の夢などについてお聞かせください。（自由記入式で）

＊将来の生活について夢を描いていらっしゃる方の思いを具体的に聞かせていただく質問。このため自由記入式で。

Ｂ　日野市での暮らしと地域との関わりについて

問①　あなたは、今後も日野市に住み続けたいと思いますか。（１つに○）

１．ずっと住み続けたい

２．都会へ移りたい

３．田舎へ移りたい

４．親の介護などで他へ移らざるを得ない

５．わからない

問②　あなたのこれからの暮らしを実現していく上で、日野市に望むことはありますか。（○は２つまで）

１．働く場の確保、紹介

２．趣味、学習などの活動機会の提供

３．ボランティアなど地域の活動機会の提供

４．日野市に関する情報提供の充実

５．地域の人たちとの交流の機会づくり

６．健康づくりへの支援

７．介護サービスの充実

８．住まいの確保、改善への支援

９．その他（　　）

10．特にない

問③　あなたは、ご近所の方とどのようなおつきあいをしていますか。（○は１つ）

１．家を行き来するなど親しくつきあっている

２．顔が会えば立ち話をする程度

３．顔が会えばあいさつを交わす程度

４．近所にどんな人が住んでいるかわからない

５．ほとんどつきあいはない

６．その他（　　）

問④　あなたは今後、ご近所の方とどのようなおつきあいをしていきたいですか。（○は１つ）

１．つきあいを広げたい、深めたい

２．今くらいでよい

３．できればつきあいは控えたい

問⑤　あなたがお住まいの地域で介護、子育てなどに困っているご家庭があったら、あなたにできることはありますか。（あてはまるものすべてに○）

１．安否確認の声かけ

２．話し相手

３．家事の手伝い

４．食事、入浴、排せつなどの介助

５．病院や学校、幼稚園などの送り迎え

６．短時間の子どもの預かり

７．短時間の高齢者の預かり

８．子どもの学習などの指導

９．子どもの登下校時等の見守り

10．その他（　　）

11．特にない

12．何かしたいとは思わない

問⑥　あなたは、日野市における次のような取り組みを知っていますか。（知っているものすべてに○）

１．ひの21世紀みらい塾…市民の生涯学習をお手伝いするために、講師を派遣・紹介する事業。市職員による講座のほか、市民講師の講座もあり。
２．日野市民文化祭…日常の芸術文化活動の成果を発表する場。
３．日野市民体育大会…スポーツの各種目ごとに開催。
４．サークル団体施設ガイド…日野市内で活動している様々なジャンルのサークルや団体及び活動施設のガイド。市公式ホームページにも掲示。
５．日野団塊世代広場…団塊世代の方の「働きがい」「生きがい」「地域がい」をテーマに、さまざまなイベントや学習などの活動を実践している市民団体。
問⑦　あなたは、日野市や地域に関する情報をどのような方法で得ていますか。（あてはまるものすべてに○）

１．広報「ひの」

２．市のホームページ

３．市役所など公共施設の窓口

４．新聞、テレビ、ラジオ

５．書籍、雑誌

６．地域の情報誌

７．インターネット

８．家族、友人等の口コミ

９．その他（　　）

（原案問16について、本人の活動という視点からではなく、地域づくりという視点からの代替案）問⑧　団塊の世代の方々が、お住まいの地域とのつながりを深め、地域での活動に積極的に参画していくため、市はどのようなことに力を入れていくとよいと思いますか。（３つまでに○）

１．地域の現状などについての情報提供を充実する

２．地域の人たちが交流する機会を設ける

３．地域で行われているさまざまな活動機会を紹介する

４．地域の歴史、文化等を学ぶ機会を充実する

　５．地域活動、コミュニティビジネスなどの取り組み方等について学習機会を設ける

６．ひとり暮らしの方などへ、活動への参画を積極的に働きかける

７．地域の活動への資金援助などを充実する

８．地域の活動の指導者を育成・確保する

９．活動団体相互のつながりや、他のさまざまな事業等との連携を強化する

10．要介護者への支援を充実するなど、活動に参加しやすい体制を整える

11．その他（　　）

12．特にない

Ⅱ　原案で気がついたこと

○問６・6-2を整理

・問６の選択肢を

１．仕事をしたい・続けたい

２．仕事を辞めたい・したくない

３．今後も働くつもりはない

４．わからない・未定

の４つとする。

・問６で１を選んだ人への質問として、①仕事の種類の質問
１．今までの仕事を続けたい

２．今までと関連のある仕事をしたい

３．新しい仕事をしたい

とする。

・問６で１を選んだ人への質問として、②働き方の質問
１．フルタイムで働きたい

２．パートタイムで働きたい

３．自分の都合に合わせて柔軟に働きたい

とする。

○問７…選択肢に「９．仕事、趣味、ボランティアなど特に区分して考える必要はない」を追加。

○問10

・選択肢６　「保険」→「保健」

・選択肢８　「子供の登下校時の監視など」→「子供の登下校時の見守りなど」

○問11…選択肢を１つだけ選ぶのはきびしいかと思います。２つくらいとか。

○問13　「ケ．保険・医療・福祉」→「ケ．保健・医療・福祉」

○問13-2…削除。問12である程度の状況が把握できるため。

○問13-3…削除。特に理由がない人も多いものと予想されるため。

○問16　選択肢１つ追加…「活動事例の紹介」
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